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第２２回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 実験動物検討委員会 
（2025年 1月 28日開催） 

評価・提言 
 
実験動物開発室（室長︓吉木 淳） 
 
1． 事業実績について 
 
（1） 前回委員会（2023年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 企業との連携を開始し、利用者の双方向交流に注力するなど、指摘事項に着実に対応しており、その
対応も十分である。懸案であった後進の育成についても、特に微生物検査を担当する有能人材を確
保するなど、手当されている。 

 前回の指摘事項に対応している。特にアンケートの回収率の上昇に伴って、発表論文の確認数が高ま
ったことは評価できる。ホームページの検索システムについては、キーワードにより BRC 内のリソース横断
検索ができることは、大変有用であるが、委員会で幾つかの指摘があったように、よりユーザーフレンドリー
の方法を検討しても良いかもしれない。 

 充分であると考える。特に、製薬業界との連携のため新委員加入、品質管理業務への新規職員の着
任等評価できる。 

 微生物モニター担当の若手管理獣医師を採用され、新たな検査方法などの導入を試みている。 
 アンケートについて解答様式の改善により回答率が向上し、論文への記載も同様に増加したことは評
価に値する。開封率 42%で回答が 17%と、内容の改善が伺えた。 

 新規ユーザー開発において、企業（製薬のみならず、食品安全など）へのアプローチは、積極的なマー
ケテイングが必要である一方、MTA など寄託者、その所属機関 TLO との連携が今後必要となるため、
今後更なる検討が必要と思われた。 

 今回の Cre-ERT の GIE-CERBM との合意について、高く評価される。 
 指摘事項に対して行われた具体的な対応は高く評価できる。 製薬企業のニーズを把握し、利用の促
進に繋げるため、委員会に産業界からの新たな委員を迎えられたこと、併せて 2024 年 8 月の「つくば
共創の場カンファレンス」にて、意見交換の機会を作ったことは良いと思う。リソースの利用条件の緩和に
向けた取り組み、リソースの事業活動への利用の場合のモデルケースの提案に繋げて欲しい。 

 優秀なキャリアを持つ若手人材を研究員に採用されたこと、実中研およびジャクソン・ラボラトリー・ジャパ
ンとの連携を予定されていることも素晴らしいと思う。今後、リソースの利用者側の立場や環境を理解す
ることを目的として、大学や研究機関等で、自らの研究の経験を積むことができる機会を考慮いただけ
ると良いと思う。 

 利用者の満足度アンケートの実施に関し、様式検討と回答率の改善の提言への対策として、回収数
を増やす方策を講じられた結果、回収数が増加し、より多くの利用者からの意見や要望が得られたこと、
並びに RRC ヘの直接登録が大きく増加したことは、評価できる。利用者との相互連絡の環境として発
展に努められると良いと思う。 

 寄託した、マウス系統の利用条件の省略・緩和に関して、寄託者と提供希望者の間の大学等の知財
担当部門を介する協議には長時間を要している。寄託者への交渉に継続して取り組まれることも評価
できる。 
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 寄託者の立場として、利用条件緩和を促進するため、(a) リソースの望ましい利用条件の複数のモデ
ルケース、(b)製薬企業の利用・営利目的の利用への対応や利用者による特許出願のモデルケース、
(c)寄託から譲渡への切替えについてのモデルケースを提案されることを望みたい。 

 製薬企業の利用調査、微生物モニター体制の強化、利用者アンケートの回収率向上など、指摘事項
に対して適切な対応がなされ、具体的な成果が確認できる。一部の課題（寄託者の異動など）は今
後対応が求められるが、着実に改善されている。 

 製薬企業のニーズ確認については、共創の場カンファレンス等、今後もつくば地区の製薬会社５社が集
まる機会を継続的に上手く活用頂きたい。 

 概ね対応されている。特に、製薬企業との連携への取り組みや、アンケート回収率・引用論文登録増
加については高く評価したい。今後の検査業務を担う職員を採用できたこともよかったと思う。唯一、寄
託者の退職・異動への取り組みが課題として残ったが、今後の工夫、改善へ取り組んで頂きたい。 

 指摘事項に対しては適切に対応されていると評価する。特に、利用者アンケートの回収率および RRC
への直接登録が増加した点は大きな改善である。継続的な努力を期待する。 

 
（2） 令和 6年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は世

界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 
 新型コロナ蔓延の影響を受けて一時的な減少はあったものの、その穴を埋める数値目標を達成してい
る。海外への供給も全体の 4割強と高水準を維持しており、国際的にも高く評価できる。バックアップに
ついても順調に整備が進んでいる。  

 ゲノム編集により遺伝子改変が多様化する中、多重増幅による遺伝子検査の標準化を進めている点
も評価できる。  

 AMMRA2025 をホストするなど、アジアのハブ拠点としてのプレゼンスも明らかである。また若手人材の
国際的な活躍を期待したい。 

 数値目標を達成見込みであり、世界的な水準に達している。また、品質管理が優れていることは、高く
評価できる。国際的なバイオリソースネットワークの中核として十分機能している。 

 世界的水準に達していると考える。ただ、次期中期計画推進のための人材育成を加速すべきである。 
 コロナ禍により、オンラインシステムが世界的に普及したこともあるが、対面による情報交換に変えがたい
面もあり、アジアのハブ組織として BRC がその役目を果たしているように思われる。 

 当該年度 12月末までのバイオリソース整備事業実績は、「リソースの収集・保存・提供実績」のいずれ
の実績も、目標数を超える、または年度内に目標数の達成が見込まれ、高い水準の事業実績を達成
している。  

 「胚・精子の凍結保存」の実施数と累計数、「凍結胚・精子の個体化」の実施内容と実施数もナショナ
ルセンターに相応しい規模である。 

 「播磨バックアップ保存」に関して、コロナ禍で延期していた、凍結胚・精子の播磨バックアップ施設への
移管を再開され、2025 年度で移管を完了予定であり、非常時の備えへの対応が順調に行われてい
ること、また、バックアップ作業の次世代への引継ぎ、及び播磨での移管作業の見直しと手順書の更新
を実施されたことも、ナショナルセンターとしての重要な実績と評価できる。 併せて、今後に向けて、バック
アップされた凍結保存胚と精子の一部の品質チェックを継時的に実施する計画を検討されると良いと思
う。  

 「寄託から提供までの一連の病原微生物検査」の実績は、実施数並びに実施結果から、提供マウスの
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品質を保証するとともに、寄託マウスの状況から国内の各研究機関の管理運営や日常の取扱い状況
の情報が集約されている。このことは、わが国の動物実験施設の課題の把握と今後の目指すべき方向
を示す重要な立場にあると思う。 

 「遺伝的品質管理」についても、リソースの品質保証に極めて重要な事業であり、高い実績が挙げられ
ている。 

 「国際化(グローバル)」に関する事業実績については、(a)マウスリソースの世界拠点の一つとしてマウス
の提供・情報発信・流通の技術支援、(b)国際連携組織のメンバーとしての活動、(c)高品質なリソー
スの提供について、国際的トップジャーナルに評価されている、(d)膨大な数の海外機関へのリソースの
提供による貢献があり、海外の優れた研究成果の創出に大きく貢献している。  

 「人材育成（採用・昇格、受賞、機会の提供等）」に関して、 (a)「今後の活動を担う中心的人材の
育成」では、適任者が採用され、業務を通じ、時間をかけて育成されていること、(b)「外部研修・資格
取得等の機会の提供・奨励」により、センター人材のスキルアップに努められていること、(c)「技術の普
及・研修等」では、事業に必須の技術を国動協の高度技術研修や大学院生・国内及び海外のインタ
ーン生の受け入れの活動を通して、センター人材が指導の経験を積むことに努められていることから、人
材育成と技術の移転にも大きな実績があることと評価できる。 併せて、本バイオリソース事業の中心人
材には、自らの手で、一連の研究活動を完了する経験が必要と考えられることから、事業と並行して行
う、あるいは一定期間は、研究活動に専念するなどのキャリアの積み上げも検討されることを提言したい。  

 「情報発信」に関して、2024 年には、「利用者成果アンケート」「利用者成果・ご意見投稿ページ」
「Quality News」「お問合せ窓口設置」を、新たに始められ、さらに、学会と学術集会に出展を増やさ
れたこと、研究会とイベントの開催、利用者への情報発信と情報共有を強化されていることが評価でき
る。 

 収集・保存・提供の実績は着実に増加しており、国外への提供数の伸びが顕著である。国際連携の
深化、人材育成の強化、利用者向けの情報発信などが着実に進められており、世界的なバイオリソー
スセンターとして非常に評価できる。 

 収集・保存・提供、品質管理について世界トップレベルのバイオリソースセンターといえるレベルが維持さ
れているとの認識である。  

 利用者成果、国際ハブ機能、情報発信についても継続的な取り組みで BRCの発展に貢献している。  
 バイオリソースセンター事業の水準を非常に高いレベルで維持していると評価できる。特に情報発信、技
術研修については非常に良い取り組みをされていると評価したい。また、研究コミュニティへの普及・啓発
活動も良い取り組みである。モデルとなるような動物実験計画書および申請・登録システムなども情報
公開してほしい。 

 北米ジャクソン研究所、欧州 EMMA とならぶマウスリソースの世界拠点として、高い水準の活動を展
開していると評価する。アジア・オセアニア地区の国際化活動のハブとしての役割も十分果たしている。 
 

（3） 理研 BRCの第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7年間）は予定通り実施さ
れたか、また、残された（積み残しの）課題はあるか 

 新型コロナ蔓延の影響を受けながらも、計画以上の成果を挙げている。 
 新たな課題として、付加価値情報を統合して供給できるセンターの構築が期待される。  
 新棟の建築と設備更新は喫緊の課題として対処する必要がある。 
 計画はほぼ予定通り実施されている。人材の登用・育成についての計画が立てられており、円滑な継
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続を期待したい。施設の更新は次の 20年の基盤となるので、大変厳しい予算状況、建築環境である
ものの、実現していただきたい。新棟の建設が最善ではあるが、建設費が高騰しており、施設改修等も
含めた実現可能性を検討してほしい。 

 ほぼ予定通り実施されている。ただ、機器の老朽化、新棟建設の遅れは残された課題である。 
 理研ブランドとも言うべき品質は高く評価される。マウスクリニックや疾患モデルとの連携を含めて、アウ 
トプットとして積極的なアピールが必要と思われる。 

 バイオマテリアルの単純収集ではなく、改変マウス第 3世代の現在のニーズにあった収集と提供を考慮
されたい。 

 遺伝子検索方法については更なる検討を加えられることを期待する。曖昧な系統名や一部の情報でヒ
ットさせる、遺伝背景によってソートできることで運用率が向上すると思われた。例えば、cre マウスｚの
一覧など一括ソートできると利便性が上がるように思われる理研ブランドとも言うべき品質は高く評価さ
れる。マウスクリニックや疾患モデルとの連携を含めて、アウトプットとして積極的なアピールが必要と思わ
れる。 

 いずれの指標においても、本センターの事業活動が、世界のトップレベルのリソースセンターの一つとして
極めて高いレベルで実施されており、予定通りの実績が挙げられていると評価できる。併せて、センターの
スタッフ各位の活動を極めて高く評価できる。 

 「人材登用・育成」︓本事業の中心的スタッフをはじめとした職員各位は極めて優秀で、高度な実績を
上げて来られていることから、退職後の後任人事が、当然のことながら重要である。また、本事業の職員
の多方面からの育成の機会を持つこと、並びに組織体制の強化が重要と考えられる。  

 「リソースの検索機能と付加価値向上」︓すでに着手されている方策と実施予定の方策について、引き
続き、努められたい。  

 「機器・施設整備」︓ナショナルセンターとしての事業活動を実施するため、機器、設備、環境の整備は
必須であり、老朽化した研究機器の更新、新棟建設に向けた活動、現施設・設備の改修等が引き続
き重要な課題である。 

 第 4期中長期計画において、収集・保存・提供・国際化などの主要目標は達成され、特にリソースの
整備と品質管理において成果が見られていることから、非常に素晴らしい成果が得られたと評価できる。  

 コロナ禍で難しいこともあったかと思われるが、しっかりと対応頂いたとの認識である。 
 バイオリソースセンターとして世界トップレベルを維持するために人材登用・育成ならびに機器・施設整備
は必須のものであり、継続した計画的な取り組みを期待している。 

 予定通り実施され、目標は概ね達成できたと評価できる。残された最大の課題は施設の老朽化であ
る。非常に難しい問題ではあるが、建て替えを目指し、努力を続けて頂きたい。 

 多くの課題で予定通り順調に実施されている。播磨地区への凍結胚・精子のバックアップ移管が再開
できた点は大きな前進である。利用者からの要望の高い検索機能の改善や付加価値の向上について
は引き続き改善を期待する。 

 
 
2． 事業計画について 
 
(1) 令和 7年度の計画は適切か、また、センターの発展に貢献するか 
 人材登用プランや活動の数値目標は適切である。 
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 播磨へのバックアップ保管も継続頂きたい。 
 AMMRA会議を是非成功させてアジアにおけるプレゼンスを顕在化させて頂きたい。 
 計画は適切と考えられる。継続的な運営に向けて、人事計画を進めていただきたい。 
 前期（第 4期）の課題解消を進めるためには適切な計画である。 
 退職予定者の後任人事については、事業の継続性、発展性を鑑み、センターの発展に続がるべき努
力を期待したい。 

 収集・保存・提供の目標値は適正である。今後は数の目標のみならず、質向上をさらに目指してもらい
たい。 

 上記の項目毎の計画は、令和 6年度までの事業実績と事業計画に照らし、研究コミュニティ、社会情
勢の動向、センターの業務体制等に基づき、精緻で綿密な計画が立てられている。資料 4 に記載の
計画は、極めて適切で、センターの将来の発展に貢献すると考える。 

 品質管理強化、人材登用、国際連携の推進など、センターの発展に資する計画となっている。利用者
支援や情報発信の充実も盛り込まれており、継続的な発展が期待される。 

 退職予定者の後任人事は今後の活動に大きく影響するため慎重に進めて頂きたい。  
 中長期の目標（収集・保存・提供）はこれまでの実績から妥当な設定と考えるが、量（数）以上に
質（BRC だからこそ提供できる価値）に重きを置かれることが期待される。  

 地震等の大規模災害のリスクマネジメントとして、バックアップ施設の運用は極めて重要である。  
 予算確保が難しいことは十分に理解しているが、老朽化機器や施設の更新は優先事項として取り組
んで頂きたい。 

 適切な事業計画であると概ね評価できる。事業計画に数値目標を設定することは仕方がないことだ
が、質を求めたリソース収集によりご努力頂きたい。 

 計画内容については適切であると判断する。「国際優位性の確保」については国際的な活動に積極的
に参加するということに加え、理研ならではの研究活動における具体的な目標、計画もあるとよい。 

 
(2) 当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 イメージング、認知症、老化モデルなどはニーズが高いと考える。 
 Cre driver マウスとレポーターマウスをセットで供給して結果をフィードバックしてもらうのはどうか。 
 バイオリソースセンターは、既に世界最大規模の複合バイオリソースセンターに発展しているので、それを
十分活用できる検索、利用システムが開発できると、評価をさらに高めることができるのではないかと思
われる。TRIP プログラムを活用して AI を用いて対話型の検索、利用システムなどを構築することは可
能だろうか。  

 リソースについては、理研が有しているさまざまな高輝度蛍光・発光レポーター遺伝子・マウスは一つの
強みであると思われる。これまで明らかにできなかった一細胞レベルの動態を解析できると思われる
（Cell Rep. 2025 Jan 25;44(2):115241. doi: 10.1016/j.celrep.2025. 115241.な
ど）。 

 計画通りに推進して欲しい。特にインフラ整備は急務である。 
 企業提供などを考慮すると、疾患モデルとしての有用性（マウスクリニックデーターや遺伝背景など）の
データ連携が必須であり、BRC 内の連携に期待したい。また TRIP 構想に関しては、簡易なアクセス
方法の開発を期待する。 

 認知症をはじめとしたヒト疾患の病態、治療、予防の研究との連携により、発症の予知、予防の生物
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学的マーカーの探索研究に資する 3 つのリソースは開発と整備をすべき系統と考える。 
 貴センターのリソースは厳格な微生物学的品質検査と遺伝学的品質検査を施し、研究結果の再現
性を確保し、世界最高水準の品質を維持していることは極めて高く評価したい。併せて、今後は、標的
遺伝子(分子)の発現様式の情報の解析、Cre発現マウス(Cre Driver マウス)系統においては、組
換え様式の情報などを、組織透明化と３次元高解像度イメージング解析などにより、リソース情報に付
加するよう、研究開発、技術開発の整備を望みたい。 

 CRISPR/Cas9, エレクトロポーレーション法による、遺伝子組換え動物作製技術が大きく進展してお
り、受精卵への連続２ステップ法による、複数の遺伝子改変を、簡便かつ短期間に実現する方法の開
発が進められている。すでに、貴センターのスタッフにより、研究開発／技術開発が進められているところ
であり、さらに開発の発展をされるとともに、各研究機関への技術や情報の提供を望みたい。 

 製薬企業との連携にあたり、ヒト化モデルやテーラーメイド医療向けのリソース拡充が求められるだろう。
設備の更新や老朽化した施設の改修が課題であり、適切な対応が必要である。 

 臨床予測性の高い疾患モデル、ヒト化モデル基盤構築には引き続き尽力してほしい。ただし、あらゆる
疾患領域をカバーするのは無理があるため、BRC の強みと社会ニーズからの絞り込みは必要だと思う。 

 幅広い分野で多くの研究者、特に若手研究者の意見を聞き、ニーズの高いマウスの開発に取り組んで
頂きたい。 

 
３．その他（長期的展望からの助言や提言等） 
 これまで十分な成果をコンスタントに挙げている。継続は力ということで、引き続き、宜しくお願いしたい。 
 委員会で議論された今後利用が伸びるリソースの予測システムは十分検討に値すると思われる。  
 AI を用いた対話型の検索、利用システムは構築できないだろうか。BRC の複数のリソースの組み合わ
せによる新たなモデルマウスを提案できれば、利用をさらに促進できると思われる。 

 今後の人材育成に関しては、新たな品質マネージメント体制を反映させるとあるが、本マネージメント体
制の内容を具体的に示して欲しい。  

 品質管理、特に感染症検査に関しては新規検査法開発等弊所モニタリングセンターとの関係を強化
出来ればと思う。そのための人材交流を含めた情報交換をお願いしたい。  

 今後のモデル動物の開発は、リバーストランスレーショナルリサーチを意識した展開をして欲しい。 
 理研第 5 期へ向けて、バイオリソースセンター設立から 25 年近くの経過と、建屋の老朽化に関してな
どセンター長のご努力が伺える。新棟建築はエコシステム導入など新しいアイデアを盛り込み、是非成功
させて頂きたい。 

 NBRP 事業は、開設当初とマウス発生工学も大きく変化している中、新しい時代へ向けた、質の重
視、リソース事業の向上を目指されるようにされたい。 

 新規ユーザー開拓としては創薬のみならず、食の安全など他方面の応用に向け、さらに BRC 内での連
携強化を期待する。 

 老朽化した研究機器の更新、新棟建設に向けた活動、現施設・設備の改修等が引き続き重要な課
題である。動物実験施設は、ナショナルセンターとして、わが国の代表であり、全国の研究機関等が模
範とするところである。貴センターの建物の新築、あるいは改築に際して、具体的には、地震等の災害へ
の備えや対応について、たとえば、震度 6強以上の大規模地震により被災した、東北大学、熊本大
学では、被害とその教訓について施設管理者を中心に報告書に取りまとめられている。新棟建設の計
画には、特に、ライフライン(電気、ガス、水道)の供給停止の際の、必須の飼育環境の維持への備えな
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どの対策に、自然災害等に強い機能を備えられることを望みたい。 
 これまでの 25年間のマウスリソースの歴史から学び、最先端技術やデータ駆動型リソース管理を導入
して、国際連携や産業界・製薬企業との連携を強化し、社会的インパクトのあるリソースを開発すること
で、今後も世界最高水準のバイオリソースセンターとしての地位を維持していただくことをお願いする。 

 製薬企業のニーズを把握するのは疾患領域のトレンドを把握するためにも重要であるが、広く使われる
動物モデルは CRO などが競合になりうるので、深い解析を通したモデルの特徴づけなどの BRC としての
独自性を尊重して頂きたい。  

 BRC のホームページでリソース検索をする研究者は少数派ではないだろうか。多くの方は研究ツールを
検索するときはブラウザで全体検索をすると思うし、マウスも例外ではない。試しに、全体検索で複数系
統のマウスを検索した結果、BRC で保存されているものは全て上位で検索できた。ホームページの検索
機能を向上させるよりも、全体検索でより検出しやすいように工夫した方がよい。 

 室長の後任人事は極めて重要である。可能なら引き継ぎを万全にするためにも、在職中に後任を採用
してはどうか。  

 理研の TRIP構想を担うセンターとして、老朽化した施設、備品の更新はまったなしであり、本構想の
中で重要な優先課題として位置づけられ、予算獲得につながることを期待する。 


